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や
き
も
の
の
シ
ン
プ
ル
な
定
義
は
、陶
土（
磁
土
）を
基
体
と
し
、焼
成
を
経
た
造

形
物
と
い
え
ま
す
。
素
材
と
し
て
の
陶
土（
磁
土
）を
成
形
し
た
も
の
に
、表
面
に

装
飾
を
加
え
、釉
薬
を
施
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、焼
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
完
成
す
る
こ
と
が
、要
件
と
い
え
ま
す
。 

碗
の
見
込
み
に
「
河
濱
遺
範
」
と
い
う
印
の
あ
る
宋
代
龍
泉
窯
の
青
磁
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は『
史
記
』に
出
て
く
る
舜
の
伝
説
的
偉
業
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

舜
が
河
浜
で
つ
く
っ
た
や
き
も
の
が
、ま
っ
た
く
歪
み
の
な
い
こ
と
を
讃
え
て
い
る
の

で
す
。や
き
も
の
を
歪
み
な
く
つ
く
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
は
焼
成
と
い
う
条
件

が
あ
る
か
ら
で
す
。 

歪
み
の
な
い
や
き
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
、制
作
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で

す
。そ
れ
は
生
産
地
の
物
原
に
散
在
す
る
膨
大
な
量
の
失
敗
作
を
み
れ
ば
明
ら
か

で
し
ょ
う
。
景
徳
鎮
の
青
白
磁
の
窯
址
や
建
窯
で
の
黒
釉
磁
の
窯
址
、定
窯
白
磁
の

窯
址
を
見
学
し
た
と
き
な
ど
に
、宋
磁
の
焼
成
に
お
い
て
、ど
れ
だ
け
の
失
敗
作
が

一つ
一つ
の
完
成
品
の
背
後
に
あ
る
の
か
見
当
も
つ
か
ず
、逆
に
現
在
私
た
ち
が
見
る

こ
と
の
で
き
る
歪
み
の
な
い
宋
磁
が
存
在
す
る
だ
け
で
、そ
れ
ら
は
大
変
貴
重
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
感
慨
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
中
国
陶
磁
で
は
歪
ん
だ
や
き
も
の
が
出

荷
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

歪
み
の
な
い
陶
磁
器
を
目
指
し
た
焼
成
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、完
成
品
の
焼

成
率
は
向
上
し
て
い
っ
た
は
ず
で
す
が
、中
国
の
官
窯
に
お
け
る
検
品
が
極
め
て
厳

し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、明
代
の
御
器
廠
址
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
景

徳
鎮
の
珠
山
で
、景
徳
鎮
考
古
研
究
所
が
か
つ
て
発
掘
し
た
成
化
年
間
の
御
器
廠

の
廃
棄
坑
か
ら
は
、数
万
点
の「
大
明
成
化
年
製
」の
銘
の
あ
る
陶
片
が
発
見
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
伝
世
品
の
成
化
年
製
の
磁
器
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、完
璧
な
も
の
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
こ
に
は
中
国
の
や
き
も
の
に
対
す
る
、制
作
者
の
表
現
の
意
図

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。や
き
も
の
を
鑑
賞
す
る
側
と
し
て
は
、や
き
も

の
の
素
材
の
持
つ
性
格
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。や
き
も

の
は
実
用
の
視
点
か
ら
は
堅
牢
性
、耐
水
性
、耐
酸
ア
ル
カ
リ
性
、な

ど
の
特
質
が
あ
り
、表
現
の
面
か
ら
は
文
様
や
釉
色
の
耐
久
性
、素

材
の
可
塑
性
や
重
量
感
、材
質
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、や

き
も
の
の
美
的
特
質
の
第
一
は
技
巧
を
こ
え
た
焼
成
に
あ
る
と『
飲

流
斎
説
瓷
』（
1
9
1
2
）で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
璧
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、焼
成
に
よ
る
偶
然
性
の
痕
跡
が
見
え
に
く
く
な
り
ま

す
が
、そ
こ
に
こ
そ
、や
き
も
の
の
特
質
が
み
て
と
れ
る
の
で
す
。
焼

成
過
程
を
経
て
出
現
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
こ
そ
が
、や
き
も
の

の
素
材
と
し
て
の
魅
力
な
の
で
す
。
　
　
　
　（
館
長
　
出
川
哲
朗
） 

展示のおしらせ 
10月11日（土）～12月26日（金） 
　 企画展 
「酒器に酔う―東アジアの酒文化」 
 
　 特集展 
「韓国陶磁の美」 
 
　 平常展 
安宅コレクション中国・韓国陶磁、 
李秉昌コレクション韓国陶磁、日本陶磁 
沖正一郎コレクション鼻煙壺（新設専用展示室にて） 
 
　 休館日：月曜（10/13、11/3、11/24を除く）、 

10/14（火）、11/4（火）、11/25（火） 

企画展 

「酒器に酔う－東アジアの酒文化」 
重要文化財　五彩金襴手花鳥文瓢形瓶（表紙） 

明時代・16世紀　景徳鎮窯　高：55.8㎝ 
個人蔵 

企画展「酒器に酔う―東アジアの酒文化」では

館蔵品を中心に中国、韓国、日本の酒器約30点を

通して東アジアの酒文化をご紹介します。とくに今

回は、金襴手の名品として名高い重要文化財「五

彩金襴手花鳥文瓢形瓶」が特別に出品されます。

金襴手とは明時代の嘉靖年間に景徳鎮の民窯で

つくられた金彩を焼き付けた五彩磁器に対する日

本独自の呼称です。日本には金襴手の優品が数

多く伝世していますが、この作品は金襴手の瓢形

瓶としては最大級のものです。瓢箪は中国語で「葫

蘆hulu」といい、中国では古来、酒器、水入れ、薬

入れなどとして用いられ、仙人のシンボルの一つと

して知られています。また瓢箪は種子が多いことから、

多子多産の吉祥でもありました。嘉靖帝は道教に

のめりこみ、この時期に瓢形瓶が流行したのもその

影響といわれています。酒器の美に酔いしれるひと

時をお過ごし下さい。（H.K） 

 

特集展 

「韓国陶磁の美」 
本展では、三国時代から朝鮮時代末期までの作

品21点を展示します。灰陶からはじまって青磁、白磁、

粉青などがあり、器形も変化に富み、また文様も草

花文や動物文等々、韓国陶磁の魅力を網羅して

います。このなかには、世界で2点しか確認されてい

ない著名な「青花面取壺」（浅川巧旧蔵）も含ま

れています。 

日本では、古代においてすでに朝鮮半島の南部

から須恵器の技術を受容していますが、これは、丈

夫な実用の器として受け入れたものでした。それに

対して16世紀後半の安土桃山時代には、茶人た

ちが高麗茶碗を「発見」し、その質素なたたずまい

につよく惹きつけられます。近代に入ると、大正から

昭和の前期にかけて、朝鮮時代の陶磁のブームが

起こります。実用的なやきものの、いささかゆがんで

はいても素直で温かなその姿、庶民的な生き生きと

したその文様が、あらたに多くの人 を々虜にしたの

です。 

今回の展示は、すべて当館への寄贈品によって

構成され、そのひとつひとつに寄贈者の思いが込

められています。本展を通して、皆さんも韓国陶磁

の魅力を発見されることを願ってやみません。（E.J.） 

編集後記 

展示室から 
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やきものの芸術学 2
芸術作品としてのやきもの 

日中暑い日もありますが、空にいわし雲がよく見られる季

節となりました。晩秋の名月もすぎ、本格的な秋を迎えよう

とする頃に、酒器の展覧会が始まります。今回の企画展で

はさまざまなジャンルの方をお呼びして、イベントを企画して

おります。先日お送りしました葉書でのご案内をお読みの上、

お申込下さい。なお、締切日が、各イベントで異なっており

ますので、お気をつけ下さい。皆様のご参加をお待ちしてお

ります。（S.S.） 

ボランティアの窓 

最近、京都を通り越して、大津通いが続いている。 

膳所から大津まで、旧東海道をテクテク歩く。途中の義

仲寺では、芭蕉と義仲、それに巴御前の墓参り、大津に着

けば、お気にいりの和菓子を買って大満足。三井寺を過ぎ、

湖岸に出れば、「中川美術館」がある。通り過ぎてしまいそ

うな小さな美術館だが、主は、５歳から古銭を集めたという

筋金入りのコレクター、行く度に同じ話を飽きもせず聴くの

が、大津行きの理由の一つでもある。（M.T.） 

重要文化財　五彩金襴手花鳥文瓢形瓶 
明時代・16世紀 　景徳鎮窯  
高：55.8cm　（個人蔵） 

しゅき 

写真上 
澱青釉紅斑坏 
金時代・12～13世紀　鈞窯 
径：9.0㎝　Acc.No.10646　住友グループ寄贈 
　 
写真下 

青花　窓絵草花文　面取壺 
朝鮮時代・18世紀前半 
高：24.7㎝　Acc.No.21503　安宅昭弥氏寄贈 

次回展示予定： 
平成21年１月10日（土）～3月22日（日） 
特別展「濱田庄司／HAMADA　SHOJI　 
－堀尾幹雄コレクション」 

      

し
ゅ
ん 

ひ
ず 

も
の
は
ら 

ぎ
ょ
き
し
ょ
う 

 

 

きんらん　で 



中澤富士雄 
1950年東京出身。立教大学卒業。大阪市立東
洋陶磁美術館、戸栗美術館学芸員を経て、現在
に至る。主な著書は『中国の陶磁11　清の官窯』
平凡社1996年、共著『世界美術大全集　東洋
編第6巻　南宋・金』小学館2000年、『世界美
術大全集　東洋編第8巻　明』小学館1999年、
「清朝の官窯」『東洋陶磁史－その研究の現在‐』
東洋陶磁学会2002年など。 

プロフィール 
 

Fig.1　象牙彫花扇　北京・故宮博物院蔵 

Fig.2　象牙陽刻団花文鼻煙壺セット 
大阪市立東洋陶磁美術館蔵 

Fig.3　白ガラス三彩松竹梅文鼻煙壺 
大阪市立東洋陶磁美術館蔵 

Fig.4　粉彩花文鼻煙壺 
大阪市立東洋陶磁美術館蔵 

鼻煙壺とは嗅ぎ煙草入れですので、最初に煙草の歴史についてお話しいたします。歴史に煙草が登場するの

は、1492年のコロンブスの新大陸発見によって煙草がヨーロッパに伝わったことに始まります。15世紀末から16

世紀にかけて、コロンブスや当時新大陸に渡った人々の見聞録によると、現在の煙草と同じくらいの種類が既に

ありました。これらは嗜好品でもあったのでしょうが、亢進精神作用や、緊張感を和らげ、集中力を高めるために使

われたと思われます。アメリカ大陸では、集会など儀礼の場でパイプを廻し吸いして約束事を確認しあい、またはシ

ャーマン、呪術師などが喫煙することによって精霊と交信する道具としても使われています。 

15世紀末から16世紀に、ヨーロッパでは煙草は万能薬として普及していきます。1680年頃には、イギリスを中

心にして紳士淑女の嗜みとして嗅ぎ煙草が好まれ、嗅ぎ煙草入れが貴金属、やきもの、象牙などで作られるよう

になりました。19世紀にはナポレオンがスペインに攻め入った時に、スペインで普及していた葉巻がフランスに入

り、葉巻が一般化します。また北米南米の先住人達が、煙草を刻みそれをとうもろこしの皮や樹皮などに巻いて

いたものが紙巻煙草としてロンドンに伝わり、その後19世紀末にアメリカで自動紙巻機が作られたことによって、

大量生産され普及したといわれています。 

東洋には1575年頃に、スペイン人が大型のガレオン船でメキシコからフィリピンに運び、そして中国や日本に

入ってきたといわれています。中国には明時代末の万暦年間（1573-1620）に入ってきました。しかし、煙草生産

が食糧生産を圧迫するという強迫観念や、体に良くないということもあってか、煙草の禁令が出されます。その後、

康熙年間（1662-1722）にキリスト教の宣教師によって、嗅ぎ煙草がもたらされます。彼らは皇帝からキリスト教布

教の許可を得るため、様々な贈り物をしましたが、その中に嗅ぎ煙草が入っていました。それまで禁令のため、喫

煙は憚られましたが、煙の出ない嗅ぎ煙草はかなり普及したようです。普及する上で、やはり煙草の薬効が喧伝さ

れ、中国では嗅ぎ煙草に、風邪の治療、発汗作用などの医療効果とともに、消化作用を助け食欲を増すものと考

えました。 

嗅ぎ煙草の普及にしたがって、鼻煙壺が作られました。嗅ぎ煙草は非常に細かいパウダー状ですので、東洋で

は湿気によって固まってしまうため、中国ではその容器として薬用に使われていた小さな壺を適用しました。鼻煙

壺は小さいものですが、当時の工芸技術が全部注ぎ込まれた中国工芸の粋ともいえ、康熙帝、雍正帝は喫煙を

快く思わなかったのですが、工芸品としての鼻煙壺には興味をもったといわれます。道光年間（1821-1850）にな

ると、ヨーロッパ人の中国進出が盛んに行われ、当時のヨーロッパ人の土産、記念品としても鼻煙壺が作られる

ようになります。現在の中国では嗅ぎ煙草は廃れましたが、今でも商品価値のあるものとして鼻煙壺は作られ続

けています。 

清は女真（女直）族という中国の東北地方にいた民族が建てた国です。明時代末に、女真族のヌルハチが

一族を統一し、満洲族と名を改め、その後を、ホンタイジという長男が継ぎます。この人は大変優秀だったようです

が50歳前後で亡くなってしまい、その息子の福臨が6歳で女真族の長になり、ホンタイジの同母弟のドルゴン（睿

親王）が摂政として福臨を補佐しました。明時代末に李自成が明王朝に反旗を翻したことに乗じて長城内に攻

め入り、福臨が北京に入り清朝第一代の皇帝の順治帝となります。少数の満洲族が多数の漢民族を支配して

ゆく上において、ドルゴンはまず減税を行い、さらに中国文化を尊重、継承する政策を行います。ただ服従の証し

として辮髪だけは強要しましたが、漢民族にとって決して悪い政治は行いませんでした。 

二代康熙帝は、北京で生まれた初めての皇帝として、8歳で即位し60年間皇位につき、清朝支配の基礎を築

きました。康熙帝は漢文化の素養に優れ、さらにヨーロッパ文化にも非常に興味をもち、側近にいた宣教師に命

じてヨーロッパから専門の技術者を集めるよう依頼することもあったほどでした。もちろん当時の中国には高い文

化、技術がありました。宋時代は東洋のルネサンスともいわれる時代であり、発明品としては火薬、羅針盤、活字

などを挙げられることができますし、また、石炭の代わりに無臭で火力の強いコークスや、鉄製品の普及も見られま

す。中華料理の発展もこの頃からのことです。社会的に分業制が発達し、工芸に限らずさまざまな分野で分業が

盛んになります。高度の文化技術により産業革命の一歩手前というところまで発展したにもかかわらず、中国で

機械化というかたちの産業革命が行われなかったのは、人手が豊富にあったためといえます。この宋時代という

のは12世紀頃のことで、イギリスの産業革命は18世紀ですから、いかに中国文化が進んでいたかがわかります。

その中国文化の伝統を清朝は受け継ぎ、同時に科学技術に優れたヨーロッパ文化をも積極的に取り入れてい

きます。 

次代の雍正帝は44歳で即位し在位は13年と短いものでしたが、倹約に努めて経済を発展させ、早朝から深

夜まで人民の為の政治を行った大変理想的な独裁君主でした。宮崎市定は『雍正帝』の中で、雍正帝の13年

の治世は短かいともいえるが、彼の仕事を理解すると「精励刻苦のはての、限界ともいえる13年ではないか」と

書いています。雍正帝の治世で国力が充実し、ほぼ国の基礎ができました。次の乾隆帝の時代以降は、イギリス

やフランスなどの列強の外圧が入り、次第に清朝の国力が衰えをみせるようになります。 

こうした時代背景のもと、清時代には様 な々優れた工芸品が作られていきます。ガラス、象牙、金属、または様々

な動物の角の彫刻などもあり、生産品種は非常に多様化しました。康熙帝は北京の宮廷内の養心殿に、造辧

処という工房を作り、自身のための工芸品の製作を主導しました。やがて造辧処は離宮の円明園にも設けられ、

こうした工房で清朝工芸の粋として語られるような作品が作りあげられました。 

この造辧処の中に琺瑯（七宝）作という工房があり、もともと銅胎七宝を作っているところですが、ここで琺瑯

彩という七宝の顔料を用いて絵付けをしたやきものが作られます。ボディとなる白磁は景徳鎮の官窯で作らせ、こ

こではもっぱら絵付けをして定着させる作業だけ行っていました。 

明時代までの工芸は用途をもっています。皇帝と一般庶民というレベルの差はありますが、基本的には大量

生産した「器」なのです。それが清朝になると、さらに装飾品として作られたものもでてきます。琺瑯彩もその一つ

といえます。清朝工芸は、ある意味で現代社会に通じる工芸のあり方の基礎を作ったといえるかもしれません。 

各分野の技法を見て行きますと、象牙の技法に牙絲があります。これは象牙を丹念に削って磨いて細い紐を

作り、それで牙筵という筵を編んでいます。その技術は、この団扇（Fig.1）に生かされています。牙絲を編んで作り、

石などを彫って貼り付けています。こうした手間をいとわぬ精緻さ、緻密さが清朝工芸の一つの典型といえます。

象牙で鼻煙壺も作られています（Fig.2）。少し大きい瓶が貯蔵器で、そこから匙で掬い取って、漏斗を使って鼻

煙壺に入れていく、蓋に必ず匙がついていますので、それですくって皿の上に出して嗅ぐという使い方をしました。 

ガラスは山東省周辺で盛んに作られ、そこから原料を造辧処に供給しました。北京には私設の玻璃処、ガラス

工房があり、そこにも原料が供給され、この北京のガラス工房でガラスの鼻煙壺をたくさん作ったという記録があ

ります。清朝のガラスとして有名なものに乾隆ガラスがあり、その特徴的なものが被せガラスです。これ（Fig.3）は

不透明な白いボディを作っておいて、一番下に緑をおき、その上に赤を被せ、一番上に青い色を被せて、彫刻し

ていきます。これはおそらく漆器の技法を使ったものです。下地に紅い漆を何層にも重ねてその上に緑の漆を塗

り、また紅い漆を重ねていき、紅くしたい所は紅い層まで、緑の時は緑の層まで彫り進めて模様をあらわすという彫

彩漆（紅花緑葉）の技法が明時代からあります。それをガラスに応用したのでしょう。 

明時代から官窯が景徳鎮におかれ発展しましたが、万暦帝の遺言で停止され、官窯の歴史はそこでひとまず

終っていました。清朝に入り康熙帝が、康熙19年（1680）に官窯の再開を命じます。宮廷が諸費用を負担し、民

間の技術を取り入れ、優れた陶工を集めました。明時代は官窯で働くことは税の代わりでしたが、賃金制となった

ことで陶工も集まり、瞬く間に復興できました。康熙年間の終わりには景徳鎮の官窯と同時に、宮廷の造辧処琺

瑯作で優れたやきものが作られるようにもなります。 

清朝を代表するやきものの一つに色釉があります。その中でも名高いものに桃花紅という高火度釉があり、

欧米でピーチ・ブルームという名称が付いています。銅を釉薬に溶かしたものを非常に複雑な掛け方をして、

1240～50度くらいで慎重に焼いたものです。銅の釉薬は、高温下で非常に不安定なため、上手く釉薬が溶けな

いとガス化して抜けてしまう大変難しいものです。また低火度釉では黄色い釉薬があります。黄色は皇帝の色と

して珍重されましたが、明時代では鉄分で出す沈んだ色調でした。単色の黄釉のほかに青花を焼き上げたあとに、

地の部分に鉄の低火度釉をかけてもう一回焼き上げた青花黄彩などがあります。清朝の黄色は、鉄分ではなく

酸化アンチモンを使い、白磁を焼き上げたあとに酸化アンチモンをいれた釉薬を塗って、900度前後の低火度で

焼いたもので、色は半透明の明るい黄色になりました。 

明時代後期から華やかな上絵がさかんに作られるようになります。上絵は白磁や青花など、一回焼いたものの

上に低火度釉で模様を描いて再度焼き付けるものです。筆で模様を描きますので、だんだんその手本となる絵

画に近づき、その最終的な姿が琺瑯彩というやきもの、技術的には粉彩という七宝の顔料を用いた技法です。こ

の「粉」という字は中国のやきものの中にはよく出てくることばで、ちょっと不透明な色調を指すようです。実際、

粉彩の絵具はこの不透明さが特徴です。五彩では焼いて初めて発色しますので、絵付けの段階では緑や紫など

の色はわかりません。七宝は既に焼かれたガラス顔料を粉にして絵具として用いますから、描いた段階で色がわ

かる。そのため琺瑯彩では宮廷画家が絵付けを行うことができるようになり、優れた絵画的な作品が作られました。

この技法は景徳鎮でも行われ、こちらでは粉彩と称し、いくつかまとめて作って食器として使っていたと思われます。

しかし琺瑯彩はどうやら使用には供さず、全て手描きの一品製作の装飾品として作られていたようです。この琺

瑯彩は雍正年間に完成し、さながら絵画のように詩文などを書き込み、中には一色で水墨画風に描いたものもあ

り、雍正帝はこの単色の琺瑯彩を大変好んだといわれています。 

この琺瑯彩で、初めて不透明な白が出てきます。それまで、やきものの顔料で白は無く、白を表したかったときは

地の色を使っていたのですが、ここで初めて砒素を使った不透明な白色があらわれ、それで地を埋めたりさらに上

に重ね塗りすることも出来るようになりました。また白と混ぜ合わせることによって様々な色を作り上げることもで

きるようになったのです。 

また、8脂紅という、金を焼いて出す赤があります。それまでの金を用いる場合は金箔を貼ったり金泥で描いて

金色をだすだけでしたが、金を焼くことによって紫から淡い紅などの色々な色調を出すもので、このような柔らかな

色調の紅色はそれまで陶磁器にはなかった色彩です。それが鼻煙壺（Fig.4）にも見られます。 

清朝工芸は様々な技術の集大成の時期ですので、時間と労力を惜しまず様々なものが作られます。それが清

朝工芸の一つの特徴といえるのではないかと思います。技術の確かさは比類なく、極めて美しいものですが、それ

がかえって日本人にはなじみにくいもののようです。しかし、掌中の珠といいますが、鼻煙壺は、撫で回す楽しみが

あり、日本人にも少しはなじみやすいものなのかもしれません。鼻煙壺から清朝の工芸というものを少し感じ取っ

ていただければありがたいなと思います。 

 

Fig.1　は『故宮博物院　14　工芸美術』（日本放送出版協会1998年）より転載しました。 
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